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{解題]
田中昌人『障害のある人びとと創る人間教育』
(大月書庖， 2∞3年)
はじめに
人開発達研究所の初代所長であった田中昌人
並びにその共同研究者であった田中杉憲(敬称
略ともに故人)の著作(著書・論文等)をテキ
ストに，その文脈(コンテクスト)に即して共
同で読み深める「田中テクスト勉強会」が
2011年度より発足した 2011年 7-12月にか
けて，第一番目に採り上げたのは，田中昌人
『障害のある人びとと創る人間教育.] (大月書
庖.2∞3年)である.勉強会1)の成果色本
書の解題としてまとめておきたい.
1.出版経緯と読解手法
本書出版の経緯について，田中昌人(以下，
田中)は以下のように述べている.
-・こうして障害のある場合を含むすべて
の人びとが民主主義の主人公となっていく
道，それが社会正義の道であることを一層豊
かに学んできたのです./本書はその過程
を，21世紀の最初の時点でまとめたもので，
シリーズを構成します.本書は 『前衛j第
渡部 昭男 (神戸大学教授)
747号と第748号 (2∞2年1月号と 2月号)
に発表したものをもとに，本文の理解を深め
ることができるように必要な資料や註をつけ
て，シリーズ全体の概要ともなるようにしま
した [序xi xii頁J.
[年数や条文など原文縦書きのi莫数字を横書
きの算用数字に改めた他は原文の通り.な
お. I……」は省略(前略・中略・後略)
を.1/ Jは原文の改行箇所を示す.以下同
様]
このような経緯を踏まえて. r前衛j論文と
本書とを比較検討することによって，加筆修正
等の箇所を特定し，その意図や文脈を明らかに
しつつ，共同で読み深めるという手法を採っ
た.なお，ここで構想された「シリーズJ企画
に踏み出す前に，残念ながら田中は逝去 し
た 2)
勉強会は以下の6固に及んだ.
①717 : I序」の逐文読解
②8/4 :第一部の比較読解
③9/2 :第二部の比較読解
④ 10/6 :同期の京都大学教育学部第三期生(鴨
井慶雄)からの聞き取り
⑤1113 :神戸大学大学院主催公開シンポジウ
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ム :I発達保障J50周年と発達研究の展望
への参加
⑥12/1 : DVD Iロビンフ ッドの官険総集
編J(あざみ寮・もみじ寮.2009)の視聴と
総括討論
2. r序Jの読解一一書名「障害のある人び
とと創る人間教育jにかかわって一一
「序歴史的課題を前に」は出版にあたって
加筆された部分である.序の本文は 10頁と分
量も多くないので，段落ごとに鍵と思われるセ
ンテンスを抜き書きしたレジ、ユメ(次頁の資
料)を配布した他に. (1) r前衛J第747・
748号論文(2002年1・2月上 (2)全国障害者
問題研究会第37回大会記念講演「発達保障を
民主主義の光にJ(2003年8月)の複写を準備
すするとともに. I夜明け前の子どもたち」の
写真等が本書の要所に配置されていることから
(3)記念講演特別資料『完成台本療育記録映画
夜明け前の子どもたち(上映2時間)Jの冊
子も参照することとした.
(1) [障害のある人】
まず.r障害者Jに係る表記に関して，田中
は以下のように述べている.
-・・・・・障害がある場合の表現については批判
的な吟味が重ねられ，民主主義の原則にもと
づいて差別からの真の解放が行われていく過
程で，より適切な表現が行われていくと思い
ます.現在はその歴史過程にあり，さらなる
改善が行われていくことを期待して新しい表
現を試みているところがあります./また，
このシリーズでは，固有名調以外「障害者」
という表現は極力使用せず. I障害のある場
合J.I障害のある人」などとしました.I障
害者jというと，障害のみでなく人聞の人格
を含むすべてに宿命的な害のある障害ととら
れる表現になりかねない，との指摘を受けと
めて論究を進めたいと考えました. I障害」
ではなく「障碍」であるとの意見，その他の
意見も含めて，今後実践を通して考えていく
ために. I子供」を「子ども」としているよ
うに，あるいはそれ以上の気持ちをこめて
「障害」を現段階では「障がいjと記したい
と思いました /かつて 1967年の全国障害
者問題研究会の結成大会でも有害物質に対し
て通常以上に被害が重く，また公害などでい
わゆる障害のある状態にされて， しかも人権
が奪われて差別されるという何重にも被害を
受けている被害者である被障害者を，障害者
と表現して何重もの加害をしてきている社会
関係をいわば免罪してしまうようになる表現
に対して抵抗がありましたが. I障害者問
題」に対する認識が深まり普遍化して新しい
真実が解明されてくることを深めつつ待つと
いうことでこれまでひとまず「障害」と表現
してきました.21世紀になった時点で今一
度.少なくとも社会にとって害のある「障
害」ではなく，社会的に何が必要かを明らか
にしてくれる主人公であることを強調して，
今回は「障がい」と記して問題提起をしたい
気持ちをこめて，さらに多くの皆さまと考え
たいと思ってあえて「障害」の文字を使用す
ることとしました.……[序 X1V- XV頁]
全障研結成当時の「被障害者jという認識も
踏まえ.r障がいJと表記したい気持ちを込め
つつあえて「障害」とした上で，あくまでも歴
史過程の用語 3)として，本書では「障害者」
ではなく「障害のある人JI障害のある場合」
としたことが読み取れる.興味深いことに，田
中は「国際障害者年」を「障害のある人たちに
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資料第1固勉強会のレジュメ
田中テクスト勉強会第1回 (20日.7.7.夜@人間発達研究所研修室) 配布レシ‘ユメ by渡部
O趣旨説明 O参加者自己紹介
0第1テキスト~田中昌人2003(10月)r障害のある人びとと創る人間教育j大月害応
0背景 [*印はアーカイプにあり]
・田中昌人，障害のあるすべての人びとと創る 21世紀の人間教育(上) (下).前衛.747・748，2002 (1X2)， * 
・田中昌人，全国障害者問題研究会第37回大会記念講演 発達保障を民主主義の光に， 2∞3(8)， * 
・記念講演特別資料 『完成台本療育記録映画夜明け前の子どもたち (上映2時間)j 
0第 1回=表紙JrもくじJr. 歴史的規周を前にJr奥付j
i・v もくじ
Vl 本文写真提供
vi 段落1 21世紀を迎え教育の個々の営み多彩な努力 時代的な制約貴重な成果
段落2 法の立場 目指している方向制度全体なおーいない教育本来の営み なお前史時代
段落3 21世紀のおそくない時期 一人ひとりと全体としての発達を保障真の歴史時代に移行課題
m 段落1 教育の成果が実現していることが各人において説明できていく 重要な指標
段落2 まず発達の原動力の生成・人格の発達的基礎の形成 把握・認識・組織化教育的発達の源泉
段落3 すなわち-この教育の全過程について、当事者・保護者とも一緒に考えていく 科学的な説明
段落4 その努力が より科学的、人道的な教育教育の過程における各種の方法教育の内容
段落5 ただし 政治や経済すべての人びとが民主主義の主人公人権と発達が保障発展の方向
k 段落1 障害のある場合の教育 より一層ていねいに営まれる 歴史時代の教育として現実のものに
段落2 それぞれと全体 ていねいにとらえ 特別なニ}ズ 全体が生涯にわたる科学的な人間教育
段落3 偽りの教育双方を教育的に組織 かけがえのない民主主義の主人公たち 不可欠の参加者
x 段落1 特殊教育→権利としての障害児教育→「障害のある場合の人間教育」として力強い一歩を
段落2 双方教育的に再構成新しいグランドセオリ一発達保障の科学思想真理の輝き 自由
一一一一一一ー 1行あき
段落3 歴史的課題 過去と現在を深く学ぶ 現在を変革し未来をより正し く拓いていく必要
xi 段落1 20世紀がどうであったのかを学ぶ 21世紀に民主主義の主人公になっていく道を拓いていく
段落2 緒をつける試み 前半=大日本帝国憲法・教育勅語体制 後半=日本国憲法・教育基本法法制
段落3 前半~資本の蓄積・15年戦争後半~高度経済成長・失われた 15年権力支配の変化国民生活
段落4 ①人間の発達 ②障害のある場合の教育 ③障害の発生防止 誤った認識 制度上の差別や虐待
段落5 人聞をとりもどしていくための主張 統治者によって無視、敵視
xi 段落1 変革する主体 自覚的に立ち上がり 大きなうねり 多くの教訓 1960年代から
段落2 民主主義擁護の運動は確実にその成果を増やしてきました
段落3 障害のある場合を含むすべての人びとが民主主義の主人公となっていく道=社会正義の道
段落4 本書 『前衛j いをもとに、本文の理解を深める…必要な資料や註 シリーズ全体の概要
xii 段落l 第一・二部の第二 ・三章の註 法律、通達、宣言、条約、勧告などの資料を詳しく掲載
段落2 第一部 第25条、第26条を守り、実現させるたたかいの成果と引きつづく課題
段落3 第二部 次なる諸運動の相対的重点を…第27条、第28条を守り、実現させるたたかい
段落4 本書の提起各方面からの各種の吟味憲法規約法律速用条件整備実践多くの幸せ
XIV 段寄与l 障害がある場合の表現批判的な吟味差別からの真の解放 適切な表現新しい表現を試み
段落2 障害障碍子供 子ども それ以上の気持ちを込めて「降客」を現時点では「障がい」と記した
し、
段落3 1967年結成大会被害者である被障害者 これまでひとまず「障害」と表現今回は 「障がいJ
XV 段落 I 障害のある場合の教育が特別なニーズと人間本来の発達要求に応える・・総合的に人間教育
xvi 互いを分け隔てることは絶対にしてはならない活発な議論相協力 自由 発達保障労働
頁 2∞3年8月1日 全国障害者問題研究会第37回全国大会(滋賀}の開催を記念して
l資料~日本国憲法抜粋l
第25条 すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する。/2 国は‘すべての生活部面について、社会福祉、社
会保障及び公衆衛生の向上及ぴ増進に努めなければならない。
第26条 すべて国民は、法律の定めるところにより、その能力に応じて、ひとしく教育を受ける権利を有する。 /2 すべて国民は、
法律の定めるところにより、その保護する子女に普通教育を受けさせる義務を負ふ。義務教育は、これを無償とする。
第27条 すべて国民は、勤労の権利を有し、義務を負ふ。/2 賃金、就業時間、休息その他の勤労条件に関する基準は、法律でこれ
を定める。/3 児童は、これを酷使しではならない。
第 28条 勤労者の団結する権利及び団体交渉その他の団体行動をする権利は、これを保障する。
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よる国際年J.1国際障害者 10年」を「障害の
ある人たちによる固際 10年jと言い換えてい
る[序 Xll頁J.
(2) [人間教育]
本書は 12003年10月3日第 1刷発行J[奥
付]であるが.1序」の末尾には 12∞3年8月
1日全国障害者問題研究会第37回全国大会(滋
賀)の開催を記念してJ[序 XVI頁]が添え書
きされており，全障研第37回全国大会の開催
が強く意識されていたことが分かる. しかし
(2)記念講演「発達保障を民主主義の光に」には
「人間教育」という用語は登場しない. 1人間教
育」は元原稿の(1)r前衛』論文において使用さ
れたものである.すなわち. w前衛j第747・
748号の論文名は「障害のあるすべての人びと
と創る 21世紀の人間教育(上)(下)J(ただし
冊子の目次には何故か論文名とは違ったタイト
ルが記載されている)であり，論文名から「す
べてのJ121世紀のJをそぎ落として書名とし
ている.
新たに書き下ろされた「序」において.r人
間教育Jはどのように説明されているのであろ
うか.まず.1序jの目頭において.序のタイ
トルにある「歴史的課題」について次のように
述べている
-・これまでの制度のもとにある日本の教
育を教育本来の営みとしてみた場合には，そ
れはなお前史時代におかれつづけてきている
といわざるをえません./これを 21世紀の
おそくない時期に戦争のない平和な時代を築
いて，教育においては人権と民主主義が守ら
れ，これまで以上に一人ひとりと全体として
の発達を保障していくことができる，真の歴
史時代に移行させていくという歴史的な課題
があります.[序 Vll頁]
「教育本来の営みとしてみた場合にはJ未だ
「前史時代Jにあるとの厳しい認識を示した上
で.r平和Jr人権と民主主義Jr一人ひとりと
全体の発達」に向かつて r21世紀のおそくな
い時期に……真の歴史時代に移行させていく」
ことこそが歴史的課題であるというのである.
ここでいう「教育本来の営み」に.1人間教
育Jは重ねられている.
. 1特殊教育Jから「権利としての障害
児教育」へ歩んできた道は，あらゆる努力と
ともにあって今日 21世紀を迎えて.r障害の
ある場合の人間教育Jとして力強い一歩を歩
み出そうとしていると考えます.……[序 x
頁]
・・日本の障害のある場合に対する教育
は，現行学校教育法のままですと.1心身の
故障の程度」に応じて行われることなどが前
面に出て.人間としての発達に働きかけるて
いねいな質の異なる教育集団や教育時間軸を
もって行われる普通教育の視点、が欠落させら
れがちです.それが今後，特別支援教育など
として.市場原理のもとで一層通常の教育に
「準ずる教育」の視点から「欠陥を補うため
に，必要な知識技能jを「心身の故障の程
度」に応じて.人聞をぬきにした障害のみに
対する特別支援を「障害教育」などとしてこ
まぎれに「授ける」ことが行われることにな
りかねません.そこでは障害に対して特別な
支援だけを行う部分教育となり，発達にふさ
わしい普通教育を基礎にした人間教育色豊
かな一貫性をもとに人間としての要求を時聞
をかけて教育的に組織していくことなどが行
われにくくなります.そうなるにまかせるの
ではなく，障害のある場合の教育が特別な
ニーズと人間本来の発達要求に応える，それ
こそ日本国憲法第26条にいう「普通教育」
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を総合的に人間教育として進めていくことに 達障害を含む『発達保障の階梯jとの対応関係
自覚的でありたいと願いました.……[序 2∞3. 田中昌人J[118頁]を参照しつつ精読
XV - XVl頁 2∞7年実施の特別支援教育法 してほしい.
制以前の著作であるために旧学校教育法の引
用となっている (3) [人びとと創る]
「教育本来の営みJとしての「人間教育Jに
ついての明確な定義はなされていないが.r人
間としての発達に働きかけるていねいな質の異
なる教育集団や教育時間軸をもって行われる普
通教育J.すなわち人間としての「発達にふさ
わしい普通教育を基礎」としたものであり，
「部分教育Jではなく.r人間本来の発達要求に
応える」ように r普通教育』を総合的にJ進
めていくものとして展望されている.
なお.r発達の原動力の生成(発生，発展，
飛躍的移行)J. r人格の発達的基礎の形成(質
的変化)J. r教育的発達の源泉(各種の重層的
な最近接発達および発達保際領域)J等と「人
間教育」とのかかわりについては，以下によう
に述べている.
「発達の原動力の生成Jと「人格の発達的
基礎の形成」のそれぞれと全体を.r教育的
発達の源泉Jにおいてていねいにとらえた社
会に聞かれた教育の過程と教育活動におい
て，そこに求められる特別なニーズに応える
こととが長期にわたって総合して保障された
うえで.その全体が生涯にわたる科学的な人
間教育として進められていくことが願われて
います. [序 lX頁]
より詳しくは.r第二部第一章第二節 障害
がある場合の人間教育の発達的前提jにおいて
述べられているので.r表3 胎生期から成年
になるまでの 『発達の階層一段階』と『新しい
発達の原動力の生成J(通常の場合)および発
田中は，その「人間教育Jの内実をともに
「創るJという営みを重視し「障害のある人び
とと創る」ことに特別の意味を与えている.
……ただし内容が伴わないまま人間教育
とか人格教育という用語を使っても解決する
ことにはなりません.そして大事なことは.
どの用語をどのように使用するかで互いを分
け隔てることは絶対にしてはならないという
ことです.障害のある人のよりよき教育など
を願って，互いの意見を率直に出し合い.互
いを尊重して真理・真実以外の何物をもおそ
れない活発な議論が行われ，相協力して実践
を行う教育的信頼関係にもとづく自由が，福
祉や教育といった発達保障労働の現場では民
主主義を鍛えつつ何よりも大切にされていか
なければならないことであると思います
[序 XVl頁]
・一人ひとりに必要な複数の教育集団と
複数の教育の時間軸をいわば教育的回路とし
て保障したうえで.特別なニーズと，人間を
とりもどしていくことになる人格を形成して
いくために必要なより深い人間としての発達
要求の，双方を教育的に組織していくことを
重視します.そこからさらに一人ひとりとそ
の集団がかけがえのない民主主義の主人公た
ちとして育ち，障害のある場合を含むすべて
の人びとがもれなく日本国憲法や国際人権規
約として示されている民主的な社会を建設し
ていくための不可欠な参加者として歴史に登
場していくことを保障する教育が創造されて
いきます [序 Xl- X頁]
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…・・それは通常の場合の教育と障害ある場
合の教育との関で.双方の不十分さをそれぞ
れの共通の基盤において教育的に再構成する
内容を含み.21世紀の学術分野に求められ
ている新しいグランドセオリーを発達保障の
科学思想などとしてもたらすことにも貢献し
ていくと思われます.そのための作業は，障
害のある場合を含むすべての人びとの発達を
保障していく歴史をつくっていくことでしょ
う.そうして真理の輝きが人聞を自由にして
きた世界づくりをさらに進めていくことで
しょう. [序x頁]
田中は.r通常の場合の教育Jと「障害 (の)
ある場合の教育」の双方の不十分さを埋める共
同作業が.r発達保障の科学思想」ゃ「すべて
の人びとの発達を保障していく歴史」を創るこ
とに貢献するであろうと述べている.
るのか，慎重に勇気ある取り組みが始まりま
した. /映画は実践を記録し.この子どもた
ちすべてが.r教育可能，教育の対象であ
る」ことを示す貴重な事実を提供しました.
/真実を集めた大きなうねりが， 日本国憲法
第26条を生かすことによって対立を和解さ
せました. /義務教育の歴史に.それこそ一
滴の血も流すことなく，真の草命が成功した
のです. /子どもたちはすべて，自らの発達
をこれからの道において民主主義の光たらし
めました. /それは 21世紀となった今，次
は 『夜明け前のおとなたち』が真実を集めた
大きなうねりをつくることによって日本国憲
法第27条，第28条を生かして，次なる対立
に真実による和解をもたらし大いなる民主
主義の光を点そうとしています.21世紀の
大文字で書く連帯の時がきました.[扉 Vl頁]
1960年代における「この子らを世の光に」
3. r第一部・第二部」の読解 という糸賀一雄・田村一二・池田太郎らの提起
に対して，半世紀を経て田中は.r子どもたち
(1)要点 はすべて，自らの発達を……光たらしめまし
本書の要点は，本書の要所に配された重症心 たjと確信をもって応答している.ちなみに，
身障害児療育記録映画 『夜明け前の子どもた 2011年は 近江学園において公式に「発達保
ちjに係わっての巻頭に置かれた解説文に端的 障」の用語が1961年に使用されて 50周年にあ
に示されている. たる 4)
第一 ・二部の要点については，田中自身に
……本文中に登場する子どもたちは，通常 よって以下のように述べられている.
の場合であれば就学までに発生する三度にわ
たる新しい発達の原動力の生成に困難があり
ながらも，その力で長年にわたって生きる努
力を重ねつつ.必要かつ適切な協力を求めつ
づけてきた社会の主人公です.1ω年以上に
及ぶ義務教育の歴史は，この子どもたちを，
「教育不可能.教育の対象ではない」と「就
学免除」の扱いにして協力を拒みつづけまし
た./ここにどのような教育的発達が開花す
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…第一部では，障害がある場合の， 日本
国憲法第25条，第26条を守り，実現させる
たたかいの成果と引きつづく課題を基本にお
きました. /第二部では，それを継承発展さ
せるとともに，障害のある場合における人格
形成を生涯にわたって結実させていくために
不可欠なものとして，次なる諸運動の相対的
重点を日本国憲法第27条，第28条を守り，
実現させるたたかいに必然性があることを明
らかにして，本書全体を 21世紀にそなえる
ものとしました. [序xii頁]
(2) r前衛J論文への大幅な加筆修正
ここで本書の構成を.元原稿である 『前衛』
論文と比較する形で一覧にしておきたい (次頁
の表). 
本書では，文献や法律 ・通達・宣言 ・条約・
勧告などの必要な資料を丹念に註記し，本文も
大幅に加筆修正している.頁数でみると，r序J
が10頁， r第一部」が 103頁であるのに対し
て， r第二部Jは219頁と全体の三分の二を占
めており，r次なる諸運動の相対的重点」と位
置づける日本国憲法第27条・第28条問題を
扱った第二部にとりわけ力を注いで、いることが
分かる.
田中は，1974年に全国障害者問題研究会出
版部から 『発達保障への道 ①夜明け前の子ど
もたちとともにJを発行しており，養護学校義
務化予告政令(1973年)までについてはそこ
で詳細に述べられている.ここでは，それ以降
の30年間にあたる箇所を中心に.以下に解説
を試みる.具体的には，第一部の最後にあたる
「第一部第四章第二節 目本国憲法第26条の成
人までの一貫した教育における実現に向けてJ
( 81頁)以降である.
(3) [成人までの一貫した教育]一一日本国憲
法第26条
田中は， r義務教育における全員就学運動」
によって.教育実践において「実践をもとにし
た批判的な吟味jが進むとともに，義務教育の
前後における「多くの民主主義の果実Jをもた
らしたとことを指摘している.
義務教育を実現してきた人たちは.それと
同時にあるいは引き続き各地で，就学前の乳
幼児期に必要な障害の早期発見・早期治療・
療育・リハビリテーションの制度的モデルな
どをつくりあげて，療育教室などでの積み上
げを開始しました……[81-82頁]
1980年代末には. ・…・・義務教育修了後の
高等部への進学保障問題として，自覚的な取
り組みを始めました./……20∞年度から
は，高等部における訪問教育も本格実施とな
り， どのような障害の重い場合も希望者の全
員進学が実現できる制度的基盤を整えさせる
ことができました.……[82-83頁]
・・・・・・障害のある場合の青年期教育の研究集
会では， ・…・・義務教育終了後20歳代半ば頃
までに及ぶ継続的で持続的な教育の保障，成
人になっていくための全人間的局面の発達に
対するトランジション保障の検討を行ってい
ます.……[ 83頁]
今後は家族の発達を保障する政策の追求が
必要です. [84頁]
これからの21世紀においても，障害があ
る場合の成人から高齢への一貫した社会保障
や教育課題の達成と勤労する権利の保障の
前進が必要である…・・・. [85頁]
そして.田中は第一部を以下のような壮大な
文章で締めくく っている.
…日本国憲法にもとづく民主主義の精神
を現実のものにしていくために連帯の輸を一
層継続的に広げつつ取り組むことによって，
そこには今後大きな成果をあげていくことに
なると思います.それは日本全体の民主主義
の前進と資本主義の成熟にとっても輝かしい
貢献となり，障害のある人びとを含む人間の
歴史を，そこから人聞が損なわれ奪われつづ
けるといったことのない，人間のより深い本
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表 『障害のある人びとと創る人間教育』と 『前衛』の異同
[*ヱ盤藍盆は 『前衛j論文に加筆された部分/璽盟-(-)内は 『前衛』論文から削除された部分]
頁 序歴史的課題を前に
1 第一部 日本国憲法第26条を生かすたたかい
3 筆一皇民主主義と教育の光輝く主人公として
障害による就学免除を 99.99%少なくすることに成功!-
1 第二章 長く厳しい暗闇に訪れた夜明け
1 重二箆 ill 20世紀前半 大日本帝国憲法・教育勅語体制の下で
21 蓋云盤 ill 20世紀後半 日本国憲法・教育基本法法制の下で
33 第三章 それでも民主主義は訪れなかった
33 蓋二盟 L旦よ サンフランシスコ体制と高度経済成長政策の下で
政令を公布せず、通達行政で差別を強行
33 1 政令公布の百|き延ばしによる制度上の差別
38 2 通達行政による相次ぐ差別の強行
59 第二節 高度経済成長政策のもとにおける「能力主義の徹底jによる差別の激化
的 差旦童 L生よ全員就学運動などの前進
一「私は障害児の母です。しかし不就学児の母にはなりません。|
的 第一節 目本国憲法第26条の義務教育における実現
81 第二節 目本国憲法第26条の成人までの一貫した教育における実現に向けて
105 第二部 日本国憲法第27条・第28条を生かすために
107 重二童 L三よ 21世紀の教育課題とそれにつづくもの
107 第一節 生涯教育における民主主義の前進の課題
117 童三盟 ill障害がある場合の人間教育の発達的前提
129 第二章 ここにはまだ民主主義は訪れていない
129 第一節 労働の実態と労働行政一高度経済成長政策のもとでつくられた制度上の差別の激
些二
155 第二節 ( 2 国際的な努力の基本方向と) 国際連合(の経済的、社会的および文化的諸
権利に関する)社会権委員会からの(日本政府に対する)提案と勧告
219 第三章差別の禁止を
((1)提案と勧告に応える方向/(2)教育を受ける権利の主人公)
219 豊二盤丘三斗学籍問題などの解決(の方向)を
251 第二節賃金問題などの前進を
251 1 日本国憲法第27条から障害のある人たちを排除した 20世紀の労働行政
264 2 日本国憲法第27条を生かすたたかいを
281 皇盟童立よ障害のある人びとを迎える新しい分野
281 第一節 少子高齢化社会を迎えて
295 第二節 2050年までに避けて通れない問題の解決と障害防止のたたかいの前進を
295 1 2050年までに避けて通れない問題
314 2 障害防止のたたかいの前進を
323/奥付
性を自覚的に取りもどしていく時代へと変革
していくに相違ありません./……文明にお
ける社会進歩の系の発達を保障していくこと
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についてより自覚的になれるときがきまし
た[85-86頁]
第一部を引き継いで，田中は，第二部を日本
国憲法第 26条に係る「生涯教育における民主
主義の前進の課題」から始めている.すなわ
ち.r①義務教育，②障害の発見から義務教育
までの教育，義務教育の修了から成年までの教
育，③成年以後高齢を含む生涯にわたる必要な
時における必要な学習と教育といった，三領域
ないし四領域における教育と社会教育のすべ
て」である[1ω-110頁J.そして，さらに日
本国憲法第27条・第28条の課題へと我々を導
いていく.
……ひきつづき科学的吟味の蓄積を期待す
る基本的事項のうち次の三点をふまえた問題
の提起を試みます. /一つは，人開発達の共
通性を前提にして，各自の個別性を深くとら
える必要です./二つは，人権の普遍性を前
提にして.各自の特別なケアの権利を深くと
らえる必要です./三つは，障害のある人び
とを迎える，新しい分野への取り組みを強め
る必要です. /そして，相対的な重点を，日
本国憲法第26条の教育を受ける権利をもと
に.それを引き続きさらに実りあるものにし
ていくためにも，そして障害のある人びとが
民主主義の主人公としてさらに潜在的諸能力
を発樺して人間的発達を達成していくために
も，そこに必要不可欠なものとして， 日本国
憲法第 26条とともに第27条.第28条とそ
れに関連する諸権利を現実のものにしていく
ことを.21世紀の早い時期の重点課題とし
て提起したいと思います./将来，それを日
本国憲法第 25条からの一連のものとして集
大成して実現していくことを念頭に，先の三
つの必要点を総合的に取りあげていくことの
基本を論じたいと思います. [111頁]
(4) [decent work] と{賃金問題]一一日本
国憲法第26条・第27条一一
第二部において，特に渡部が注目したのは，
r decent workJと「賃金問題」への言及であ
る.まず.r decent workJに関しては以下の
ように述べられている.
このように労働は教育と同様に民主主義の
原則にもとづいて，搾取から守られる人権と
して，発達保障の立場から正しく保障されて
いくことによって人格形成にとって不可欠な
役割を果たします. /21世紀になって国際
的には国際労働機関 (ILO)を中心に労働を
decent workつまり「人権が保障され，人間
らしく生色働ける，人格価値の実現に好ま
しい労働jとして，その考え方を普遍的なも
のとして現実に実現していけるようにしよう
との協議が進んでいます.労働によって人間
が搾取の対象とならないようにすること，労
働を誰にとっても人格価値の実現に好ましい
ものにしていくこと，そして障害のある場合
にも結果として放置され，差別されるのでは
なく，一人ひとりにふさわしく労働による人
格価値を実現していくことが権利として重視
されていくことによって，……「すべての人
聞の奪い得ない権利としての労働の権利」が
実質的に実現されていくようにすることです
(傍点は田中による). [158-159頁]
教育を受けても，行く手に労働の権利が保
障されていないという教育権ではなく.行く
手に労働権が保障される教育機に変えて，教
育と労働がともに権利として保障されるよう
にしていくことです.……/労働の場は財界
のみの私的独占物ではありません教育の場
もそうですが，労働の場も本来.労働する当
事者を尊重した公的な場です.そこでは人聞
はそれぞれ主人公なのです.その立場を回
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復，再生させていくところに，障害のある人
たちが人聞をとりもどしていく労働の場がっ
くり出されていくことになります.それまで
障害のある人たちをこれまでのように無視さ
せておくのではなく，労働の場を政府と財界
と労働者，障害のある人たちで共同の作業と
してつくっていくことがdecentworkには
求められるのです. [181-182頁]
次に， I賃金問題」については， I第二部第三
次元可逆操作期および3次元形成期にある場
合は，成人以降であるならば，就労の場合，
最低賃金の軽減の水準としては三分の二以上
が取得できることを検討の出発とする…
/生後第三の新しい発達の原動力によって長
年にわたる努力を重ねている社会の主人公の
場合は，成人以降であるならば，最低賃金水
準が取得できることを検討の出発点とするの
はどうかと思います. [276-277頁]
章第二節賃金問題などの前進を」で詳しく述 なお，生涯にわたる一貫した生活と教育と労
べられている.その中で， I一般就労に対する 働などの保障にかかわって，田中は成人期にお
法的基準」の議論の出発点を，様々な留保っき ける「内面性の啓培jについて次のように述べ
ではあるが，以下のように大胆に提起してい ている.
る.貴重な提言として，人開発達研究所や
「きょうされん」等で集団的・共同的に，その この時期のサポートが適切であれば，人格
妥当性について真剣に吟味・検討することはで の発達的基礎が密度高い自由度をもって形成
きないものであろうか. され，積極的で豊かな人格性がもたらされま
成人になっても生後第一の新しい発達の原
動力によって長年にわたる努力を重ねている
社会の主人公の場合は， 日本国憲法第27条
で児童に対していわれている意味で， Iこれ
を酷使しではならない」対象として議論の出
発点にする・H ・". /生後第二の新しい発達の
原動力によって長年の努力を重ねている社会
の主人公の場合は，一人ひとり慎重に検討し
て.……就労をはなれた社会活動からいわゆ
る保護雇用におけるこまやかな療育過程を自
由に行き来できるようにして，本人にとって
必要なあり方でさまざまな試みが行われるよ
うにして，改善が重ねられていくべきです.
就労の場合，最低賃金の軽減の水準としては
三分の一以上二分のーが取得できることを検
討の出発とする……./生後第二の新しい発
達の原動力によって長年にわたる努力を重ね
ている社会の主人公の場合でも，発達的に2
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す. しかも，民主主義の社会に向かつて聞か
れた人間関係のもとで，適切な社会的生産労
働に従事しあるいは関係をもちつつ，毎日の
日課に加えて，たとえば五年に一度プロの人
びとの集団との共同が行われるなど，複数の
質の異なる集団および複数の質の異なる発達
的な時間軸をもって，相互間に内面的に外部
に聞かれた教育的な回路ができるようになる
と内面性の啓培は一層豊かとなり，仮に次
の新しい発達の原動力の発生が困難であった
としても，それ以前の発達の階層内の第二の
発達段階に達したならば，それ以前の発達の
原動力によって，次の新しい交流やコミュニ
ケーションの手段を生活上に必要なものとし
て自主的に使用して，人格の発達的な基礎を
密度高く豊かにして創造性豊かな人格を形成
していくことがわかってきました./ここに
は生活年齢が10歳代後半以後， 30歳代後半
以後， 50歳代後半以後などになっても成熟
していく人格構造があります.社会的生産労
働と文化やスポーツの担い手として，社会に
参加できる条件と機会が提供され，それにふ
さわしく生活の拠点が新しくなり生活の質が
向上していくことによって，かけがえのない
文化を創造する人格価値がもたらされてくる
ので，青年期以後の生涯にわたって定年のな
い一貫した生活と教育と労働などの保障にも
とづく新しい教育分野が不可欠であることが
わかってきました. [122・123頁]
この指摘から学んで，我々は「ロビンフッド
の冒険総集編J(あざみ寮・もみじ寮)5)の
鑑賞を 12月の勉強会に組み込んだのであった.
(5) [避けて通れない問題]と[障害防止のた
たかい1
2011年3月11日の東日本大震災と原発被害
が継続し新たな「障害発生」の危機に面して
いる今日からみて， とりわけ注目すべきは，本
書の最後に位置づく r2050年までに避けて通
れない問題」と「障害防止のたたかいjへの言
及である.
田中は， r 21世紀のすべての人びとが避け
て通れない問題」として.オゾン層の破壊と地
球温暖化，人工合成化学物質による地球環境汚
染，核兵器や原子力発電所事故という三つを例
示した上で，次のように述べている.
えのない人生の課題としてあることに共同し
ていく時代を迎えていると考えます.それを
嫌だからと知らないで過ごすのでなく，さら
に深く知りつつ連帯した力でこれまでの人類
の歴史の発達障害を改め，人類史の発達を保
障していく人として自らを発達させる新しい
生き方をしていくことが21世紀前半の課題
になるのではないかと思います...・.. [312 
頁]
21世紀前半には，こうした被害を受けた
人たちとその家族を，歴史を変革する民主的
な社会の主人公の一員として支援し 21世
紀への人類の平和・安全・発達保障の礎とし
ていくことです.その生涯にわたる実態と制
度のあり方の分析と評価をもとに，各種の開
発，安全，管理運営， リサイクルのあり方等
を改善していくことが何にも増して重要であ
ると考えます. [314頁]
国民を戦争や環境汚染，労働や医療などの
場における障害の発生から守ること.発生し
た障害のある場合の人権を守ることに関する
国政の責任にかかわるいくつもの事項に対す
る政治責任が， 21世紀になってもこれまで
述べてきたように暖昧なままであり，根本的
解決に計画的に取り組まれることなく，漫然
と放置されているということは許されませ
ん.……/……障害のある人びとともにつく
る科学的な人間教育の成立基盤に.この問題
への正しい取り組みを欠くことはできないと
……これまでどおりの生き方では事態は悪 考えています. [321・322頁]
くなります.先送りはできません.これから
の50年間で必ずその基礎を達成して，新し 4. lr人聞がそこなわれ奪われるJことへの
い時代の人類としての生き方によって解決し 抗議}と lr人聞のより深い本性jへの
ていかなければならない謀題があることをま 確信]
ず自覚したいと思います.それを新しい時代
の人類の発達保障の課題として取り組み，そ 本書の解読作業は，勉強会メンバーとの共同
れを達成していくことが，これからのかけが 作業であるとともに著者の田中自身との対話過
ー 140一
程でもあった『前衛』論文に掲載された生前
の顔写真の著者が，あたかも読会のチューター
として，我々とともにそこに居るかのような錯
覚さえ覚えた.著者と向き合う中で渡部が特に
印象的であったのは. 1ひらがな」用語が本書
で散見されることへの驚きと，その「ひらが
な」用語に込められた心情・情念を伴ったニュ
アンスの発見であった.幾つかの例を挙げてみ
よう.
その努力が今日までの教育を，より科学
的，人道的な教育に改めてそこに確かさをも
たらしはじめます.それによって教育の過程
における各種の方法は，これまで以上に真の
意味で精選され教育的に組織された， しかも
教育が本来の営みの反対のものに転化するこ
とのない，本当の意味で安心のできる，よく
わかる，おもしろくて豊かな教育の内容が提
供されはじめることになります. [序 Vlll頁]
渡部が京都大学において論文指導を受けた当
時，下書き原稿をみていただくと，唆昧な日常
語は削除されて学術用語に置き換えられ，裏付
けの資料やデータの数字を補うよう求める朱筆
の書き込みで真っ赤になって返されたことを記
憶している.
従って.1安心のできる，よくわかる，おも
しろくて豊かな」といった「ひらがな」による
修飾語の重なりが実に新鮮に映る. r発達の土
割j(あいゅうぴい[萌文社J.2001年)およ
び「発達の士割J(京都大学教育学部第二期生
有志『あの頃の子どもたち 五十年後から見た
戦中戦後の教育体験Jクリエイツかもがわ，
2∞2年，改稿再録)には，田中が4年生で転
校した徳島市立新町国民学校ではじめて得た
「勉強に待ち遠しい時間というものができたJ.
「未知の世界を知る地理などの新しい科目は，
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とても新鮮で面白かったJ(1発達の土割J57・
58頁)という表現がある.田中の幼少体験が
オーバーラップしている.
もう一つは以下の箇所である.
制度上の虐待のもとで障害のある場合には
他の人からも馬鹿にされたり，いじめられた
り，ないがしろにされるという個別の虐待が
加えられることが増えてきました.この時代
を過ごした不就学児の虐待された思い出は各
自に鮮明に残っています.……[63頁]
「馬鹿にされたり，いじめられたり，ないが
しろにされるという個別の虐待」および「虐待
された d思い出は各自に鮮明に残っていますJの
くだりは，同じく 『発達の土割Jおよび「発達
の土割」で語られた自らの戦中体験，特に「追
記一学籍が変えられていた!Jに刻まれた
「……岡山一中の生徒として，教練などに脅え
つつ，それでも必死に生き抜いた 12歳2か月
から 13歳 7か月までの一年七か月間の，私に
とっては，後に無断で私の学籍が変えられてし
まった時代における，この世における存在証明
を自らにおいて行うという意味をもっ……」
(1発達の土割J78頁)等と重なる 6)
田中自身の生い立ちゃディスコース(物語
り)を踏まえて本書を読み直すと科学的に過
ぎて難しいと敬遠されることもある田中の文章
に，これまでとは違った文脈が読みとれ，温も
りと親しみを感じ， 自身の体験をも踏まえた
「人聞がそこなわれ奪われるjことへの強い抗
議とともに. 1人間のより深い本性Jへの大ら
かな確信というものが全編を通して.3D立体
映像のごとくに立ち上がってくるのである.
ところで，糸賀一雄は『福祉の思想J(日本
放送出版会. 1968年)において. 1この子らを
世の光にJ(177頁)の箇所に至る前に. 1 r人
間』という抽象的な概念でなく. rこの子』と
いう生きた生命，個性のあるこの子の生きる姿
のなかに共感や共鳴を感ずるようになるJ(175 
頁)と，あえて括弧付きで「この子Jと表記し
ている.渡部は，この箇所への新たな着眼か
ら.rこの子らを世の光に」の「この子らJを
「障害児者」や「社会的弱者」というように集
合名詞・抽象名調で捉えてきた自らの解釈を改
めて.rこの子』ら」というように一人ひとり
の人格的・実存的存在を前提に捉え直すことを
提起している7)
田中にあっても.r一人ひとりと全体として
のJ[序 Vll頁J. r一人ひとりとその集団が」
[序 x頁J.r各自に鮮明に残っていますJ[63 
頁J.r人開発達の共通性を前提にして，各自の
個別性を深くとらえるJ[111頁J.r一人ひと
り慎重に検討してJ[276頁]などというよう
に.r一人ひとりJr各自Jを主体・主人公とし
て捉えるスタンスには確固たるものがある.本
書から渡部は，田中の「一人ひとり」ないし
「各自」を慈しむ基本姿勢がこれまでになく燦
然と光を放っている様を読みとった.
なお，今回の解題では. (1)本書の要所に配さ
れた療育記録映画「夜明け前の子どもたち」の
写真選定の意図やこだわり. (2)表紙デザインに
描かれた「員と蝶Jに込めたメッセージ性など
の読み込み等は，果たせなかった.他日を期し
たい.
(わたなべあきお)
注
1) 第一テキストの読解参加者は，勉強会世話
人の渡部昭男，中村隆一の他に，研究所会員
の成瀬和之，西垣順子，西島悟司，羽田千恵
子，吉留英雄の6名が主なメンバーであった.
2 ) 田中が病没したのは本書発行約 2年後の
2005年1月18日であるが，シリーズ化に向
けて意欲のあったことは.未発行ではあるが
本書の「資料編」となる膨大な原稿をすでに
出版社に預けていた経緯からもうかがえる.
3 ) この点に関して，鳥取県障害者施策推進協
議会が鳥取県に対して「障がい」への表記変
更を提言した際 (2009年)に，同会長であっ
た渡部は，世界保健機構WHOによる国際障
害分類ICIDH(1980年)の改訂版である ICF
(2∞l年)が「国際生活機能分類」と訳され
ていることを参考に.r障害者Jを「生活機能
被制約者」等と改める案を付記したことがあ
る.なお.WHOのICFに対して，田中は「発
達の原動力等による吟味を加える必要がある
こと」などを指摘している[本書182頁J.
4 ) 田中昌人「全障研の結成と私の発達保障論J
『全障研三十年史j全国障害者問題研究会出版
部.1997年.463頁 「私の「研究部のあゆ
み」は.1961年1月22日という私の誕生日の
日付である. …・・私が「発達保障Jという表
現を用いて原稿を書き，印刷物となったのは，
この『近江学園年報 第九号』に収められて
いる「研究部のあゆみ」が最初である.Jが該
当箇所であり.1932年生まれの田中は29歳で
あった.
5 ) 本書101頁に註記されている演劇記録映画
のビデオ・ DVDは人間発達研究所にも所蔵さ
れており，希望すれば鑑賞できる.
6 ) 亡くなる 2005年の2月に増刷された際の
r 2刷註記jには.r岡山一中昭和 19年度入学
生」 によって存在証明された経緯が感謝と共
に補記されている
7) 渡部昭男 rこの子らを世の光にj これは
目の前にいる一人ひとりの子どもへの，具体
的でリアルなメ ッセージJ(片山善博・園松善
次・京極高宣・渡部昭男・渡部恵子「パネル
デイスカッション 日本の社会福祉と糸賀一
雄J)r平成18年度「とっとり県民の日」記念
フォーラム 日本の福祉教育の先駆者糸賀
一雄j当日配布冊子.9-10頁 2006年9月12
日(鳥取県主催).渡部昭男「日本の福祉教育
の先駆者糸賀一雄Jrきらめく 120人鳥取
市人物誌j鳥取市.2010年.渡部昭男「地域
を創る教育福祉ー 「障害児教育原論Jの授業
実践-J r地域教育学研究J3巻l号.2011 
年.後2件は神戸大学附属図書館「学術研究
リポジトリ KernelJのサイト (http://www
lib.kobe-u.ac.jp/kernel/index.html)で閲読で
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きる.なお， rこの子らを世の光に」の英訳は
rLet These Children Be the Light of the 
WorldJ (糸賀一雄記念財団)ではなく， rLet 
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Each Child Be the Light of the W orldJない
し rLetThis Boy and That Girl Be the Light 
of the W orldJに近いニュアンスとなろう.
